
①
大ホール空調時間の短縮化(音楽ホール)

③
【温度、湿度とも基準範囲内を確認】

実験:空調時間の短縮化による影響を確認 電力使用量の減少を見える化システムにて確認
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パイプオルガンの保存条件 ・温度23±1℃ ・湿度50±5％

開始時間

② ④
空調時間を１時間短縮しても、大ホール内の温度および
湿度はパイプオルガンの要求環境条件を満たしている。

温
度

【外気温度に室内が影響されにくい】

パイプオルガンの保存条件 ・温度23±1℃ ・湿度50±5％

急上昇でも大ホールは
上記より0.4℃上昇

外気温度の変化も考慮が大切 空調時間短縮による燃料費節約効果の算出

度
℃ 空調時間短縮(1時間）による燃料費節約効果

電力コスト削減見込み
186ｋWｈ/日×30日×20円→約11万円/月
ガスコスト削減見込み
13.2㎥/日×30日×100円 →約 4万円/月

年間での期待効果 ⇒ １５０万円(但し夏期に検証必要）
上記より氷点下でも大ホールは22.8℃

上記より0.4℃上昇

P5P5P5P5 P6P6P6P6

大ホール空間

は蓄熱槽と

なっている。


